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個人単位のデータによるメタアナリシス（IPD meta-analysis）は出版されたデータを用いたメ

タアナリシスに比べ、詳細な層別解析、2つの危険因子間の交互作用解析、絶対リスクの推定な

ど様々な統計手法を利用できる可能性をもっている。 EPOCH-JAPAN (The Evidence for 

Cardiovascular Prevention from Observational Cohorts in Japan Study)は 2005 年に開始さ

れた IPD meta-analysis の共同研究プロジェクトであり、日本の 13つのコホート研究が参加し

ている。全死亡をエンドポイントとするデータベース（19,9047 人）と循環器疾患死亡をエンド

ポイントとするデータベース（90,528 人）の 2 つの統合データベースを生成し、コホート間の

ベースラインハザードの違いを考慮した層別 Cox 回帰モデルを適用した。私たちの分析結果より、

全死亡および循環器死亡と循環器疾患における確立された危険因子(血圧、喫煙、総コレステロ

ール、蛋白尿、腎機能)との関連が示された。9 年の研究期間を経て EPOCH-JAPAN から生み出さ

れた成果は、わが国の臨床医学、公衆衛生政策の両面において重要な貢献を果たしてきた。相互

作用解析や絶対リスク評価などの新しい解析方法における将来的な進展が本プロジェクトから

期待される。本プロジェクトから、他のアジア諸国の集団に対する研究に応用できる視点を、今

後 10 年継続して提供することを確信する。 
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